
 

 

 

 

 

 

 

区は新型コロナウイルスとの長期に渡る戦いを見据え、感染拡大を防止するための、働

く場での「新しい日常」が定着した社会の構築を目指していきます。 

事業者の皆様においては、事業を再開するに当たり、皆様の事業やお客様、従業員を守

るためにも、引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた対策の徹底をお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 利用者向け対策の取組例 

□入場者の列は間隔（できるだけ２ｍ）を空ける。このための従業員による行列の整理、立ち位置

の目印を付すなど、入場整理を行うことで混雑を防ぐ 

□入場者にマスク着用の徹底などの周知を図る 

□施設の規模に応じて入場者数や滞在時間の制限を設け、３密（密閉、密集、密接）にならないよ

う入場者数の制限に十分留意する 

□入場口や施設内各所に消毒備品等を設置し、入場者の手洗いや手指消毒、靴底消毒の徹底を図る 

□利用者に対し、手洗い・消毒の慣行に加え、大声の会話を慎むよう適宜アナウンスする 

□複数の人が使用する場所（トイレなど）、手や口が触れるようなもの（商品やコップ類など）をこ

みなと保健所 



まめに消毒・洗浄する 

□利用者や来場者等に対する紙やチラシ類、販促品などの物の配布は手渡しで行うことは中止し、

机等に設置するなど、据え置き方式で行う 

 

２ 従業員向け対策の取組例 

□従業員に対し、出勤前の検温や新型コロナウイルス感染症を疑われる症状の有無を確認させ、毎

日の報告を徹底する 

□体調不良の場合は、休養を促し、勤務中に体調不良となった場合には、直ちに帰宅させ自宅待機

とする 

□従業員に対して、勤務中のマスク着用を促すとともに、各所に消毒備品等を設置し、手洗いや手

指消毒を徹底させる 

□従業員間で、できるだけ２ｍの距離を保てるよう、人員配置に配慮する 

□従業員同士が共有する物品や、手が頻繁に触れる場所をなるべく減らし、共有を避けることが難

しい物品等（テーブル、椅子等）は、定期的に消毒する 

 

３ 施設環境整備の取組例 

□レジや窓口など人と人の対面が想定される場所に、アクリル板や透明ビニールカーテンなどを設

置し遮蔽し、立ち位置の目印を付すなど行列の整理を行うことで混雑を防ぐ 

□不特定多数の人が触れる場所・器具等（ドアノブ、タッチパネル、エレベーターのボタン等）は、

こまめに清掃・消毒を行う 

 

４ スポーツジムの取組例 

□重症化リスクが高い高齢者や基礎疾患を持つ利用者に対しては、当面の間、利用自粛も含めた注

意喚起を行うとともに、利用に当たっては施設利用時間を分けるなどの配慮を行う 

□密とならないようソーシャルディスタンスの確保やエクササイズ前後の手洗い・消毒等、感染拡

大防止に関する注意事項を定期的にアナウンスするなどの取組を講じる 

□トレーニングジムについて、マシン・トレッドミルの汗拭き用として設置されているタオルの共

用を避け、消毒剤や使い捨てペーパー類、ごみ箱を用意したうえでの使い捨て方式に切り替える 

□トレッドミル、バイク、クロストレーナーの利用については、隣の利用者との間隔を確実に２ｍ

以上空けるとともに、ウォーキング専用の器具を大目に設けるなどの工夫を行う 

□当面の間、スタジオプログラムやプールなどでアクアプログラム等の集団レッスンは、呼吸が激

しくなるものは休止とする。呼吸が激しくならないものは、ドアを開けるなど換気の徹底を図る

とともに、人数制限や利用者の活動範囲の目印を付すなどの取組を講じたうえで実施する 

□岩盤浴・サウナについて、入場制限を行っても密な状況となる場合には、当面の間中止する 

 

 

 

出典：東京都「事業者向け東京都感染拡大防止ガイドライン」 
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